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秋田市教育委員会

f古代史に見る東北のこころJr岩手史学研究』第70号

「払田村!日跡-第65次調査の概要 J 

「昭和61年度秋悶城跡一発掘調査概要一」

「秋田城跡出土瓦j

「城輪flIfr跡出土の瓦について」

F第13回古代東北城柵官能遺跡検討会資料』

払田t!st跡関係文献目録

岩手史学会

城柵検

「賊気巳衰 J r日本暦史J第435号 古川弘文館

F払田柵跡…第65，....，67次調査概要一』払田柵跡調査事務所年報1986 秋旧県教育委員会

「払田柵跡第65次調査概要」

『昭和61年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料』 秋田県埋文センター

「払田村器跡Jr秋田県埋蔵文化財-センタ一 年報 5 (昭和61年度)J 秋田県埋文センター

『西山地区農免農道整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書:1 

-勘忍沢遺跡-J秋文調報第152集

F秋田城跡 昭和61年度秋田城跡発掘調査概報』

「鹿角盆地に於ける古代土器群の様相」

秋田県教育委員会

秋田市教育委員会

『秋田県境蔵文化財センター研究紀要』第 2号 秋田県埋文センター

「男鹿市小谷地遺跡の墨書土器Jr秋田県立博物館研究報告』第12号 秋田県博

「史跡秋田城跡保存管理計画j

『昭和61年度史跡等保存管理計画策定事業報告書j 秋田市教育委員会

f秋田城跡整備基本計画一秋田城跡@高清水の丘歴史の社博物館一』秋田市教育委員会

大館市教育委員会 f矢立廃寺発掘調査報告書』 大館市教育委員会

羽後町教育委員会 F大久保(杉宮)遺跡発掘調査概報J羽後町埋蔵文化財調査報告書 羽後町教育委員会

仁賀保町教育委員会 『立沢遺跡発掘調査報告書J 仁賀保町教育委員会

若美町教育委員会 『西海老沢遺跡発掘調査報告書一昭和61年疫若美町西海老沢地区
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新野
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団体営農道整備事業に係る埋蔵文化財調査 』

I{山北町の遺跡紹介 2J rうもれ木』

「古代@中世の城-1 古代の城へのー視角 その歴史的意義J

刊文化財"J第283号

『ジュニア版秋田の歴史』

「古代.Iこわ世の城-2 東北古代城柵の出現とその構造」

『月刊文化財』

「吉代のLLI北地方の地名についてJr秋田地名研究年報』第 3

「先史@古代Jr図説秋田県の歴史』

『秋田新都市開発整備事業関係;埋蔵文化財発掘調査報告書

下堤C遺跡-J

「宮殿と官街Jr世界考古学体系日本編補遺J

「歴史考古学の開花Jr世界考古学体系日本編補選J

「古代北方史研究の課題Jr新しい歴史学のために』第188号

「開倍氏の航跡 東北経営と「越JJr季刊明日香風』

「宮崎遺跡発掘調査報告書J

11986年出土の木簡秋田@払田柵跡Jr木簡研究』第 9

若美町教育委員会

仙北町史談会

第一法規出版

秋旧魁新報社

第一法規出版

秋田地名研究会

秋田市教育委員会

天山舎

天山舎

京都民科歴史部会

(財)飛鳥保存財団

西日町教育委員会

木簡学会
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池田

秋田市教育委員会

小野忍

1988年

桑原滋郎

日野久

児玉

吉田

払回柵j

児玉

払田tll日

秋田県教育委員会

秋田県教育委員会

西木村教育委員会

熊谷太郎

横山仲可

秋田城

岡田茂弘

秋田市教育委員会

鹿角市教育委員会

羽後町教育委員会

平鹿町教育委員会

熊谷太郎

棚橋光男

誠夫他

西山良平

小笠原好彦

工藤雅樹

飯塚

河田茂弘編

新野

佐藤禎宏

「出利郡回目間Iで採集さ

「原始社会Jr本荘'=11史』通史編 I 本荘

史跡 e 秋田城跡保仔管理計画J

「史跡城!愉tllU跡と周辺の吉代村落JrUJ形県地域史研究J

「東北の城柵についてJr季刊明日呑風J

「昭和62年度発掘調査概要秋田城跡j

「払田柵跡一第68次調査の概要一」

『第古代城tflU宮街遺跡検討会資料』

「体系 日本の歴史 3 古代国家の歩み』

秋田市教育委員会

山形地域史研究協議会

(財)飛鳥保再財団

域柵検

小学館

『払田村!日跡-第68"""'73次調査概要払田柵跡調査事務所年報1987 秋田県教育委員会

「払田村[1}跡(第68次調査)J

rl昭和62年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料』 秋田県埋文センター

「払出柵跡J 秋E日県埋蔵文化財センタ一 年報 6 (昭和62年度)~ 秋田原埋文センター

『味噌内地区農免農道整備事業に係る

一袖ノ沢遺跡@横沢遺跡-~秋文調報第169集

に係る

一太田谷地館一』秋文調報第172集 秋田県教育委員会

『上桧木内 昭和62年疫西木村文化財調査報告書

「秋田県の古代製鉄炉j

「古代国家の辺境地支配と柵@柵戸@郡についてJ

r秋田県埋蔵文化財センター研究紀要J第 3

F秋田城跡 昭和62年度秋田城跡発掘調査概報』

「東北の古代城柵Jr一粒の籾@定期講演会講演録第二集』

『秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財a発掘調査報告書

一下堤A遺跡@下堤B遺跡-~

4~ 

8 

「秋田県堪忍、沢遺跡Jr日本考古学年報39(1986年度版

刊本系 日本の歴史 4 

「山形県の須恵器及び須恵器窯の編年 r山形考古』第 4巻 2

西木村教育委員会

秋田県明文センター

秋田市教育委員会

学習院大学考古学研究会

秋田市教育委員会

羽後町教育委員会

日

「古代国家と地域社会Jr日本の古代第15巻古代国家と百本』

小学館

山形考古学会

中央公論社

古代を考える「律令制時代の考古学の研究動向と諸問題J

「古代蝦夷とその社会Jr~1とからの日本史J

F秋田の文化財』

『復元日本大観 3 都城と

『吉代東北日本の謎』

「出羽国八森遺跡の調査Jr日本歴史J第486号

無l現舎出版

世界文化社

古川弘文館
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金子格之編
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児玉

払田tfITt

児玉

払i壬l柵

秋出県教育委員会

秋田県教育委員会

秋田県教育委員会

秋田城

仙北町教育委員会

八木光則
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八橋町教育委員会
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払田柵跡関係文献目録

r古代東北史J

F律令期祭紀遺物集成』

歴史春秋社

律令祭杷研究会

「東と西のまもりJ~古代史復元 3 占代の宮殿と寺院J

if昭和63年度 秋田城跡発掘調査概要J

「払田柵跡…第74次調査の概要-J

f第15回古代城柵官街遺跡検討会資料』

講談社

城柵i検

f払田村1ft跡-第74'"'-'78次調査概要一』払田村Ifr跡調査事務所年報1988 秋田県教育委員会

「払田村1ft跡(第74次調査)J

『昭和63年度秋田県埋蔵文化対発掘調査報告会資料』 秋田県埋文センター

「払田柵跡J~秋田県埋蔵文化財センタ一年報 7 (昭和63年度)J 秋田県埋文センター

『一般国道 7号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書証

福田遺跡他-J秋文調報第178集

『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書町一上野合遺跡@寺沢遺跡@

半仙遺跡-J秋文調報第180集 秋田県教育委員会

『西山地区農免農道整備事業に係る埋蔵文化財ー発掘調査報告書W

一用野白川向E遺跡-J秋文調報第182集 秋田県教育委員会

r西111地区農免農道整備事業に係る埋蔵文化崩発掘調査報告書V

一太田谷地舘第 2次調査一』秋文調報第183集 秋田県教育委員会

「竪穴住居跡と掘立柱建物跡が並列して構築される遺構について

一能代市福田遺跡@十二林遺跡を端緒として-J

『秋田県埋蔵文化財センター研究紀要』第4

『秋田城跡 昭和63年度秋田城跡発掘調査概報』

『史跡払田柵跡環境整備基本計画』

秋田県埋文センタ一

秋田市教育委員会

{llJ北町教育委員会

「安倍@清原氏の城柵遺跡j

f城棉と国府@郡家の関連」

「国府研究の現状(その二)J

r国立歴史民俗博物館研究報告J第20集

『八森遺跡 8• 9 • 10次発掘調査報告』

八幡町埋蔵文化財調査報告書第 3

「払旧柵跡と多賀城跡一政庁の比較を中心に-J

『図皐院大翠考古学資料館紀要』第 5輯

l 

国立歴史民俗博物館

八幡町教育委員会

盟事院大串考古学資料館

美術新聞社「日本木簡概観J~書道研究』第 3 巻第 5

「八，九世紀における出羽北半須恵器の特質」

『考古学研究J第36巻第 l

r城tllUと蝦夷J考古学ライブラリー51

F漆紙文書の研究』

『郡可制の成立』

『秋田の歴史』改訂版

『東由利町史』

「年輪から古代を読む~新しい研究法は考古学になにをもたらしたか』

考吉学研究会

N.S社

11弘文館

|弘文館

秋田魁新報社

東由利町

クパプロ
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1990年

熊田亮介
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熊谷太郎

大野

日野久

準

小松

小野忍

今泉隆雄

払田柵

児玉準

払回柵

秋田県教育委員会

秋田県教育委員会

秋田県教育委員会

秋田県教育委員会

秋田城

久 保 寿 一 郎

小松正夫

津野

大館市教育委員会

大内町

鹿角市教育委員会

について」

F古代東北の兵乱』

「渡島蝦夷の朝貢と貿易j

「占代日本海域の謎 1Jl 

「吉代における「北方jについてJ

「柵戸の風俗的意義j

『吉代の東北-歴史と民俗』

『史跡払田村Ilt跡環境整備基本計画 昭和63年度J

「天平九年大野東人の遠征をめぐってJr百本歴史』第500号

「吉代蝦夷の諸問題」

「米代川の古代製鉄炉」

「太田谷地館について一空堀を持つ平安時代後葉の集落跡

「区画施設を伴う古代集落遺跡について」

「よねしろ考古』第 5

It火田城跡第54次調査」

f払田柵跡-第81次調査の概要一」

新人物往来社

吉川弘文館

11klヒ!日I

吉川弘文館

よねしろ考古学研究会

「特集:出羽田の城柵 秋田城跡発掘調査の成果…遺構の変遷と性格

「特集:出羽岡の城柵 城輪柵跡と周辺の古代村落J

「特集:出羽田の城柵 払田柵跡の変遷と性格」

『第16回古代城柵宮街遺跡検討会資料』

「古代東北城柵の城可制Jr北日本中世史の研究』

城柵検

1I弘文館

『払田柵跡-第79"-'83次調査概要払田柵跡調査事務所年報1989 秋田県教育委員会

f払田柵跡(第81次調査

『平成元年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料J 秋田県埋文センター

「払田柵跡Jr秋田県埋蔵文化財センタ一 年報 8 (平成元年度)Jl 秋田県埋文センタ-

f東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書=w-下回@ド田谷地遺跡-Jl

秋文調報第189集 秋田県教育委員会

『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書V一手取清水違跡-Jl

秋文調報第190集 秋田県教育委員会

『はりま館遺跡発掘調査報告書=J]秋文調報第192集 秋田県教育委員会

『大砂川地区農免農道整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書 I

オフキ遺跡-Jl秋文調報第199集 秋田県教育委員会

『秋田城跡 平成元年度秋田城跡発掘調査概報』 秋田市教育委員会

「古代の絵馬小考Jr粕屋郡粕屋町戸原麦尾遺跡(即)Jl

福岡市埋蔵文化財調査報告書・第217集

「秋田城と東山道Jr文化財信濃』第16巻3.4号

「地方官j奇跡出土の墨書土器Jr古代j第89号

福岡市教育委員会

長野県文化財保護協会

早稲田大学考吉学会

「西日町井伺遺跡で採集された遺物についてJr秋田考古学J第40号 秋田考古学協会

rLLi王台遺跡発掘調査報告書=J]

『大内田I史』

『大湯環状列石発掘調査報告書 6Jl 

大館市教育委員会

大内町

鹿角市教育委員会
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ry盆雄

北構保男

払田相n(事ー)

払旧tllU跡関係文献目録

l 山形県飽海部八幡IUT八森遺跡Jr日本考古学年報41(1988年版H

「東北地方. 10C頃の降下火LlJ灰について(予報

日本考古学協会

『東北地fEfU第42巻第 3

「在代城tlHUn歴史考占学の問題点J

r遺跡保護の事典』

『払mtllffの研究J

東北地埋学会

近藤出版社

文献出版

「北の民@北の領域一古代北方史の一視点Jr北からの日本史 第 2

「東北地方を覆う占代の珪長質テフラ“十和田 大湯浮石"の同定J

『第四紀研究J第29巻第 2

『年輪に歴史を読む 日本における古年輪学の成立

奈良国立文化財ー研究所学報(第48HH)

『おもしろ秋田むかし考』

『木簡一古代からのメッセージ 木簡展解説図録』

日本第四紀学会

奈文研

無明舎出版

)111崎市子11民ミュージアム

f後藤宙外と郷土史払田村!日比とのかかわりについてJr北方風土J21号 北方風土社

「東北城tlnrのいわゆる柵木についてJ

「国間周辺の集落構成」

I{'字|亙と

『伊東信雄先生追悼 考古学古代史論孜』 今野印刷

「化外の地における鋒借金具出土の意義Jr北奥古代文化』第20号北奥古代文化研究会

14辺境の村落一奥羽の村落Jr日本村落史講康』第 2巻景 観 l 雄山関出版

『日本古代木簡選』

『古代定額の寺「山本郡安隆寺Jを探る』

『金浦町史J

「古代秋田城の一性格Jr政治経済史学J第295号

F図説 日本の古代 6 文字と都と!駅J

「土器に書かれた文字」 ジャーナル』第328号

「東北地方， 10C頃の降下火山灰についてj

r中}I

「秋田城跡第54次調査の概要」

11.ムIIltlHr跡第85次誠査の概要-J

「城輪柵遺跡発掘調査概要J

1111形県八森遺跡(第12次調査)J

問rn7間古代城者IU官街遺跡検討会資料J

f律令国家東北史の研究』

令と古代の東北Jr新野註吉，

秋田地方史の展開』

f古代蝦夷の研究』

個人

金浦町

政治経済史学会

中央公論社

N.S社

同教授退官記念事業会

城柵}検

吉}'I弘文館

両教授退官記念会

雄1111現出版

『払旧朝日跡-第84，..，__87次調査概要払田柵跡調査事務所年報1990 秋田県教育委員会
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児玉準

払[8tfHt
秋田県教育委員会

秋田県教育委員会

秋田県教育委員会

秋田県教育委員会

利部修

桜田隆

秋田県埋文センタ一

秋田城(事)

1111北町

央之

八 木 光 則

伊藤博幸

熊谷

大 塚 初 重 他

泰時

小松正夫

小野忍

忍
J
γ
J
 

限
エ、、、

日野久

小松正夫他

古川雅清

村田

熊 谷 公 男

小口雅史

渡部

新野直吉

関口明

熊田

金野

岡野

「払田tHlt跡
『平成 2年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料』 秋田県埋文センター

「払[8羽田跡Jr秋田県埋蔵文化財ーセンタ一 年報 9 (平成 2年度 秋田県埋文センタ一

同大田外環状道路建設事業に係る埋蔵文化財ー発掘調査報告書 I

一沢遺跡@松館遺跡-Jl秋文調報第204集

『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書X

上猪開遺跡-Jl秋文調報第208集

秋田県埋蔵文化財センター10年のあゆみJ 秋田県埋文センタ-

n火田城跡 平成 2年度秋田城跡発掘調査概報』 秋田市教育委員会

{~dヒ町

群馬県埋蔵文化財事業団

『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書泣

竹原 窯跡 秋文 調報 第209集

『国道103号道路改良事業に係る発掘調査報告書阻

餌釣遺跡-Jl秋文調報第210集

「竹原窯跡におけるi不蓋の変化」

「須恵器窯の側壁@天井架構材について」

n火田県埋蔵文化財センター研究紀要J第 6

f史跡払田柵跡(ふるさと歴史の広場)

「地方出土の古代木簡についてJr研究紀要』第 8

「蝦夷の地域牲と特質 六回史および城概遺跡からの検討-J

「奥六郡成立の史的前提j

F岩手考古学』第 3

「秋田城は国府ではなかったJr鶴舞』第62号

『みちのく古代蝦夷の世界』

「払田柵跡」

「秋田城跡J

f城i愉柵跡J

『図説 日本の史跡J 4巻古代 1

「文化財レポート ふるさと歴史の広場史跡城輸相lf跡

建物復元とその経過Jr日本歴史』第517号

「秋田県秋田市秋田城Jr日本考古学年報』第42号

「出羽田R守J

「古代城柵官街遺跡の整備と活用J

「八世紀後半から九世紀の律令支配の強化と蝦夷の抵抗」

『月刊文化財』第325号

「阿倍比羅夫J

「大野東人」

「伊治砦麻呂」

「坂上田村麻呂」

「文室綿麻呂」

「元慶の乱」

「前九年@後三年の役」

「奥州藤原氏」

『歴史読本特集古代東北戦争 エミシvsヤマト』第36巻15号

秋田県教育委員会

秋田県埋文センター

岩手考古学会

本荘市文化財保護協会

山川出版社

ぎょうせい

古川弘文館

日本考古学協会

第一法規出版

新人物往来社



六郷町

高橋

栄原

船木義勝

渡部育子

進藤秋腕

進藤秋輝

岡山茂弘

二浦圭介

鉄四郎

熊FEl 亮介

1992年

新野

八木光則

工藤雅樹

谷隆

児玉準

小松正夫

問E二ufi同4会

払i壬|柵(事)

児玉準

払田柵

秋田県教育委員会

秋田県教育委員会

秋田県教育委員会

秋田県教育委員会

秋出張教育委員会

秋田県教育委員会

秋田城(事)

秋田城

f六郷町史上巻

円の末高 前九年@後三年の役の実像、』 中公新書1041

r集英社版 口本の暦史④天平の時代J

「秋田市金足大清水出土の須恵器Jr土11詩史談』第31号

，11¥羽における同郡flilj形成過程の特質Jr新潟史学J第27号

，1)対fl[tの設置とそ 日本考古学協会宮城@仙台大会

払IIltrrlf跡関係文献目録

六郷!日I

中央公論社

土11詩史談会

新潟史学会

シンポジウム資料集『北からの視点J 日本考古学協会

「城柵の設置とそ

r E-I本考古学協会1991年度大会研究発表要旨』 日

，1=1本古代の城朝日一一平成 2年度秋田考古学協会研究大会記念講演記録一」

F秋山考古学』第41号 秋田考古学協会

「本州の擦文文化Jr考古学ジャーナ lレ』第341号

「能代市山本1M)の平安期の遺跡 r年報能代市史研究』 号
J

4
l
i
 ，r元農の乱J きJr秋田地点史の展開』

5巻第 6「秋田の占代木信i.文字史料についてJr書道研究』

「和同開祢と蝦夷Jr岩手史学研究』第75号

問主史博物館シリーズ 吉代の蝦夷』

「秋田城跡 平成 3年度発掘調査の概要」

「払田柵助一第90次調査の概要一」

「秋田城とその局辺地域の土器様相(試案)

一第54次調査の木簡@漆紙文書伴出土器を中心lこして-J

「秋田県大館市上野遺跡」

『第18回古代城tllfr官街遺跡検討会資料』

N.S社

能代市史編さん室

みしま

岩手史学会

河出書房新社

城柵検

『払旧柵i跡 第88'"'-'91次調査概要一』払田柵i跡調査事務所年報1991 秋日1県教育委員会

「払田1;lllt跡の調査(第90次)J

『平成 3年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料』

「払田桐i跡Jr秋田県埋蔵文化財センタ一 年報10(平成 3年度)J

『七窪遺跡発掘調査報告書』秋文調報第215集

に係る埋蔵文化財発掘調査報告書』『秋田ふるさと

秋文調報第220集

r国道103号道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書V

-山王岱遺跡-J秋文調報第221集

『国道103号道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書VI

-上野遺跡 J秋文調報第222集

秋文調報第223集

『秋田外環状道路建設事業に係る埋蔵文化財-発掘調査報告書E

-待入盟遺跡秋文調報第224集

n火田城跡平成 3年度秋田城跡発掘調査概報』

n火旧城跡調査事務所研究紀要E秋!B城出土文字資料集 IIJ

秋田県埋文センター

秋田県埋文センタ一

秋田県教育委員会

秋田県教育委員会

秋田県教再委員会

秋田県教育委員会

秋田県教育委員会

秋田市教育委員会

秋田市教育委員会



日IJ編 1

泰時他

手IJ部 修

西谷忠師

鹿角市教育委員会

羽後町教育委員会

船木義勝

鈴木拓也

熊谷公男

桑原滋郎

今泉隆雄

熊田亮介

関 口明

新野

桑原滋郎

熊谷公男

田牧久穂

寒川 1 j出

笹山

阿部義平

新野直吉他

鈴木拓也

若松鉄四郎

新野直吉

熊田亮介

1993年

新野誼吉他

ぬめひろし

鬼頭清明

平川南

金曜会

「本主f市上谷地遺跡につい

「竹原窯跡の須恵器編年」

『秋田県埋蔵文化財センター研究紀要J第 7

「秋田県横手市富ケ沢周辺の考古地磁気」

f秋田大学鉱山学部資源地学研究施設報告』第57号

『小枝指館跡発掘調査報告書』

『大久保郡山遺跡詳細分布調査報告書J

羽後!HT文化財発掘調査報告書第11集

秋田県出文センター

秋田大学

鹿角市教育委員会

羽後ftlJ教育委員会

「払出柵と古代の東北Jr考吉学ゼミナール 古代を発掘するJ 六興出版

「陸奥.Hj)J~の公出挙制J rJII内古代史論集』第 6号 東北大学i:I:i代史研究会

「平安初期における征夷の終馬と蝦夷支配の変笠J

『東北学院大学東北文化研究所紀要J第24号

「城柵を中心とする古代官街j

「律令国家とヱミシ」

「奥羽の神々j

「安倍氏@清原氏@藤原氏J

『新版古代の日本J第 9巻東北@北海道

内民夷と古代国家』

「ヤマトの進出とヱミシの対応」

「多賀城跡」

「吉代東北@エミシを知る基礎知識j

東北学院大学東北文化研究所

角川

11弘文館

『歴史読本特集古代東北エミシの謎」第37巻17号 新人物往来社

「古代史からみた「柳之御所j跡-古代城柵との比較を中心として一」

刊歴史手111占』第20巻10号

『元慶の乱@私記古代秋田の住民闘争J

『地震考古学』 中公新書1096

iT東人」と東国経営Jr新版古代の日本』第 8巻 関東

「秋田県能代市寒川遺跡の発掘調査Jr歴博』第55号

円安限で見る 環日本海の古代J

「古代出羽の軍政Jr国史談話会雑誌』第33号

「能代市山本郡における九世紀の竪穴住居跡の概要」

『年報能代市史研究』第 2

「古代日本と北の海みちJr芸林J第41巻 1

「蝦夷と古代国家Jr日本史研究』第356号

11主談会 陸奥@出羽を再発見するJr古代日本史最前線』

ピジュアル版

「地名と歴史文献の再吟味Jr並み寄路布』第 3

『古代木簡の基礎的研究』

同大田城跡出土の上総国関係木簡J

『最北の古代城柵官街遺跡史跡秋田城跡J

創刊号

名著出版

無明舎出版

中央公論社

角川

国立歴史民俗博物館

秋田魁新報社

東北大学国史研究室

能代子Ii史編さん室

芸林会

日本史研究会

奥羽山脈の古代を考える会

千葉県

秋田城を語る友の会



本郷

伊藤

佐藤禎宏他

小松

払回柵

児玉

払日3tITfr

柴田陽一郎

利部修

笹山晴生

秋田城

秋田市教育委員会他

鹿角市教育委員会

小松正夫

船木義勝他

日野久

平)11 南

事!J部修

)11村公一

羽後町教育委員会

羽後町教育委員会

八幡町教育委員会

小松正夫

工藤雅樹

工藤雅樹

工藤雅樹

坪井清足

木本好信

平川

払田村m跡関係文献目録

『出山北の占代史をあるく』

f秋田城跡 平成4年度発掘調査の概要J

r払回柵跡第92・93次調査の概要

「山形県八森遺跡(第13• 14次調査)J

「秋田県の祭紀遺跡j

『第191百古代城柵官街遺跡検討会資料J

秋田文化出版

城柵検

『払旧制nr跡一第92• 93次調査概要一』払田柵跡調査事務所年報1992 秋田県教育委員会

「払田村ffr跡、の調査(第92• 93次)J

『平成4年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料』 秋田県埋文センター

「払田湘i跡Jr秋田県埋蔵文化財センタ一 年報11(平成4年度)J

秋田県埋蔵文化財センター

「秋町県内における土製支加についてj

「下藤根遺跡出土土師器の再検討- 東北地方北部における位置付けを中心に…」

I ~講演録〉吉代出羽の史的位置J

『秋田県開蔵文化財センター研究紀要』第 8

『秋田城跡 平成4年度秋田城跡発掘調査概報』

秋田県埋文センター

秋田市教育委員会

『秋田市諏訪ノ沢遺跡』 秋田市教育委員会

r地羅野館跡発掘調査報告書』鹿角市文化財調査資料47 鹿角市教育委員会

「秋田城とその周辺地域の土器様相Jr第18回古代城柵官街遺跡検討会

シンポジウム 北詰本における律令期の土器様相』

「秋田市松木台E遺跡の須恵器 r秋田県立博物舘研究報告』第18号

「文化財レポート 史跡秋田城跡の発掘調査Jr秋大史学』第39号

『山梨県史研究』第 1

城羽田検

秋田県博

秋田大学史学会

山梨県

「秋田県@横手地方の須恵器編年Jr東日本における古代@中世窯業の諸問題』

大戸古窯跡群検討会@会津若松市教育委員会

『森吉路一過去から未来へ』モリトピア選書 2

建設省東北地方建設局森吉山ダム

『福島遺跡ほか発掘調査報告書ー…柏原古墳群@福島遺跡

羽後町文化財調査報告書第12集

『町内遺跡発掘調査報告書-軽内遺跡@大久保(杉宮)遺跡-J

羽後町文化財調査報告書-第13集

『八森遺跡-第11"-'14次発掘調査報告J

羽後町教育委員会

羽後町教育委員会

八幡町埋蔵文化財調査報告書第4集 八幡町教育委員会

f文化財レポート 秋田県払田棉跡発掘調査の近況Jr百本歴史』第539号古川弘文館

「秋田城の井戸底の墨画博J

「蝦夷の世界の出土文字j

「北海道@東北の遺跡解説払出柵跡」

「城柵J

『考古学の世界』第 1巻北海道@束北

と遺跡学一わが国の史跡指定を振り返って」

ぎょうせい

『新版古代の日本』第 1巻古代史総論 角川

I{中麻呂の雄勝城造営と大神!神社Jr藤原仲麻呂政権の基礎的考察』

日出方の木簡」
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川南

新野

ぬめひろし

桜田隆

今泉睦雄

坂田泉

新野

島田

小西秀典

「東l主←;土の漆紙@

r古代東国と 雄LUf現出版

「東北の大反乱(前九年.後三年の役 r黄金の平泉 藤原一族の11寺代』

「雄勝城周辺の古代史の考察 (J二)Jr北方風二十J第26号

rr砂底J土器考Jr均i古論東一久保哲三先生追悼論文集J

日本放送出版協会

北方!品上社

「東北の城柵はなぜ設けられたかJr来IT視点日本の歴史』第三巻古代編E 新人物往来社

「軍政基地としての城情報伝達を考え，柵間を結ぶ;東E:fiI線が北へと進むj

f災異を鎮謝し、夷秋を教誘せよJ

「金沢柵攻紡線」

「復元@払旧柵j

『歴史群像シリーズ 34 藤原四代J 学習研究社

泰時 「鷹巣町の埋蔵文化財について~胡桃館遺跡を中心に'"'-'J rおんこ』第5号

小口雅志

熊田亮介

光谷拓実

仙南村

大津正巳

粛藤隆一

ぬめひろし

中西進編

新野

1994年

伊藤

児玉

佐藤

払田柵

払田柵

児玉準

秋田城

LIJ中敏史

手lJ部修

秋田県教育委員会

柴田陽一郎

鷹巣町文化遺産保存会

rr芙」字箆(墨)書についてJr海峡をつなぐ日本史』

rr日本」の成立と蝦夷J

nJil冊歴史読本天皇と1=1本を起源から考える』第18巻20号 新人物往来社

「年輪による年代測定法Jr新版 吉代の日本』第10巻古代資料研究の方法角川書庖

rfLL!j有村郷土誌J M南村

「上野遺跡出土鉄器と米代川流域遺跡検出製鉄関連造物の金!語学的調査J

「秋田考古学J第42• 43合併号

東日流誌』についての総合的批判Jr季刊邪馬台国J第52号

「雄勝城周辺の吉代史の考察(中)Jr北方風土』第27号

『エミシとは何か』角川選書247

「古代環日本海外交の本態的一側面Jr政治経済史学J第325号

「秋田城跡平成 5年度発掘調査の概要J

「払田柵跡一第94• 95次調査の概要 J 

「城輸柵跡と周辺の地割り」

『第20回古代城村1ft官街遺跡検討会資料J

『払田柵跡一第94'"'--97次調査概要 』払田柵跡調査事務所作報1993

「払田柵跡Jr秋田県埋蔵文化財ーセンタ一 年報12(平成 5年度)j

「払回柵跡の調査 (94'"'-'97次)J

『平成 5年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料J

『秋田城跡 平成 5年度秋田城跡発掘調査概報』

『古代地方官街遺跡の研究』

秋田考古学協会

梓書腕

北方風土社

角川

政治経済史学会

城村!日検

秋田県理文センター

秋田県埋文センタ一

秋田市教育委員会

「払田fllH跡の平瓦渦巻文考Jr秋田県埋蔵文化財センター研究紀要』第 9

『秋田ふるさと紀行ガイドブック』

「秋田県Jr日本土器製塩研究J

秋田県埋文センタ一

秋田県教育委員会



熊田

児玉準

戸l::日

小野忍

日野久

小野忍

羽後町教育委員会

ツヂ!ニ!町教育委員会

進藤秋拒~

千畑町]教育委員会

渡部育子

鹿角市教育委員会

「占代国家と東北の城楠urEl 
「秋!刊県 払田村!日跡J

「官街に於ける瓦茸の終末J

「山形県城輸相!日跡JI山形県八森遺跡」

払旧柵跡関係文献目録

と城J 新人物注来社

『吉イーに官街の終末をめぐる諸問題一第 I分間問題提起@各地方の概要 』

東日本埋蔵文化財研究会

「秋田県秋田城j

「遺構から見た吉代官街の終末と様相東北地方の概要一出羽南半の古代

官街の概要

『古代官街の終末をめぐる諸問題 追加資料報告集 』 東日本埋蔵文化財研究会

『福島遺跡ほか発掘調査報告書一新城川遺跡 e羽後病院敷地遺跡 J 

羽後町文化財調査報告書第14集 羽後町教育委員会

『大川口館跡発掘調査報告書J二ツ井町埋蔵文化財調査報告書

第 4

「吉代城HI&の設置とそ r北日本の考吉学』

『払i壬i柵跡発掘調査報告書』

ーツ井町教育委員会

|弘文館

「一七@八世紀能代研究の現状と課題Jr年報能代市史研究J第 3

千畑町教育委員会

能代市史編さ

『赤坂A遺跡-第52回国体冬季スキー競技大会施設整備事業に伴う

鹿角市文化財調査資料50

新野 直吉他 「地方史研究の現状②秋田県Jr日本暦史』第550号

鹿角市教育委員会

11弘文館

酒田市教育委員会

角川

沼田市教育委員会 rLLl形県沼田市 史跡城輪柵跡J

角田 文衛星主修 『平安時代史事典』

歴史環境計画研究所 「特集払田tllU跡Jr涯環通信』第 6

木村 清幸 「能代地方の製鉄地名について一地名で探る鉄の古代史」

ぬめひろし

熊田亮介

平JII 南

小松正夫他

新野直吉

平Jil南

伊藤武士

小松正夫

秋田県埋文センター

準

新野直吉

八木光則

工藤清泰

本堂

大平総

F秋田地名研究年報』第10号

「雄勝城周辺の古代史の考察(三)J円七方風土J第28号

「一占代国家と蝦夷@隼人」

「漆紙文書と地方行政j

『岩波講座 日本通史』 4巻古代3

「秋田城跡出土の胞衣壷Jr考古学ジャーナル』第376号

『出村麻呂と阿ヨ流為』

みがえる古代文書』

f大沢窯跡 I遺跡の須恵器についてJr秋田考吉学J

「古代出羽国における北方交流の接点についてj

『二!と方史の新視鹿 対外政策と文化J

Fもうすぐ歴史が見えてくるJ

「秋田払田柵跡Jr木簡研究』第16号

r古代日本と北の海みち』

「奥六部.Ij_，北三君I~の城と柵」

「古代末@中出初期の北奥 考古学資料から

「所謂蝦夷館から柳之御所までj

『麿史評論』第535号

「堀の系譜Jr城と舘を掘る。読む』

歴史環境計画研究所

秋田地名研究会

北方風土社

N.S社

吉J11弘文舘

秋田考古学協会

雄山閣

秋田県埋文センター

木簡学会

11弘文館



百リ編

工藤雅樹

上小阿仁村

佐藤信

西谷 i盗

1995年

西谷隆

児玉準

準

利部修

谷地

秋田県教育委員会

秋田県教育委員会

払田柵

払田判官

児玉

払田柵

秋田城

仙北陸]教育委員会

利部修

阿部

本荘市教育委員会

羽後町教育委員会

男鹿市

栄紀

栄紀

ら見た占代蝦夷 u日 l 

LI二ノト阿仁村史 通史編』

f古代国家とE:J本海・北日本Ju中世都市十三湊と安藤氏』

「秋田城跡出土の「和同開ffj¥銀銭jについてJu出土銭貨J2 

「秋田城跡-第62次.63次調査の概要一」

「払田柵跡一第99• 100次調査の概要-J

「払田柵跡調査20周年の成果と

「横手盆地の古代遺跡と払田村田跡J

「櫓状建物について」

I~I 本考 [~r学協会

…!二;J¥何仁村

新人物往来社

11¥1二銭貨研究会

「横手盆地の文字資料につい @変IJ書土器を中心に-J

『第21図古代城村!日官街遺跡検討会資料J

f東北横断自動車道秋田線発掘調奇報告書沼野遺跡 J 

秋文調報第253集

uiム田柵跡-第102次調査 』秋文調報第257集

城柵検

秋田摂教脊委員会

秋田県教育委員会

nム田柵跡-第98，...__，101次調査概要払田柵跡調査事務所年報1994秋田県教育委員会

「払問柵跡Ju秋田県埋蔵文化財センタ一 年報13(平成 6年度)J 秋田県昭文センター

「払田村!日跡の調査(第98，...__，102次)J

『平成 6年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料J

『払田柵跡を掘る-払田柵跡調査20周年記念誌-J

『秋田城跡平成 6年度秋田城跡発掘調査概報』

『史跡払田柵跡環境整備事業報告書J

「秋田県内出土の墨書土器、箆書:.亥IJ書土器J

「砂底須恵器の一考察j

I ~講演録》古墳周辺文化の研究展望」

f秋田県埋蔵文化財センター研究紀要』第10号

『上谷地遺跡詳細分布調査報告書 第 l次調査概報

本荘市文化財-調査報告書第10集

『福島遺跡ほか発掘調査報告書 弁天森遺跡-J

羽後町文化財-調査報告書第15集

『男鹿市史 i二巻j

秋田県埋文センター

払回柵(事)

秋田市教育委員会

仙北fIlJ

秋田県上里文センター

本荘市教育委員会

羽後町教育委員会

男鹿市

「阿倍比羅夫の北征と東北アジア陛界Ju日本古代の伝承と束アジア』

「古代出羽地方の対北方交流Ju史学研究集録』第20号

11弘文館

園事院大皐

東由利町教育委員会 『宮ノ前遺跡発掘調査概要』 東由利町教育委員会

能代市能代市 防長代市史資料編考古』

工藤雅樹

平山裕人

森浩一他

伊藤祐紀

「秋田県における平安時代の紡禦集落J

「北日本の平安時代環濠集落@高地性集落J

ジャーナ jレ』第387号

「阿部比羅夫の遠征とアイヌ@オーツク人Ju季刊邪馬台国』第56号

「戦後50年 考古学は何をしてきたかJu中央公論』第1325号

f古代の地名と払III柵跡が織り成す不思議な角度Ju北方風土』第30号

N.S 

中央公論社

北方風土社



俊哉

秋田考古学協会

泰IJ寺

今泉 !経雄

熊谷公男

熊EEl

坂井秀弥

i峰浜村‘

平JlI南

工 藤 雅 樹

二ゴi二二fi' 

船 木 義 勝

沖 田 貞 敏

1996年

新野

手Jj部修

十文字国I

加藤稔

秋田県教育委員会

払田柵

西谷隆

払田朝日

児玉

秋田城

平JII i南

不Jj-他

『古代東北と

Fみちのく古代トイレ(便所)シン

11昭和五@六年頃の払i王Itlllt跡保存運動J

liJ文化財発掘出土情報』第153号

「秋田城の初歩的考察Jr律令国家の地方支配』

世紀奥郡騒乱の歴史的意義Jr律令国家の地方支配J

It火田城と秋田郡Jr秋田市史研究』第4

払田棉i跡関係文献自録

11弘文結

秋田考古学協会

ジャパン通信情報センター

i弘文館

11弘文館

秋田市史編さん室

「古代北日本考古学の諸問題Jr新潟県考古学談話会会報』第15号

rllr筆j兵村誌』 !峰浜村

「吉代国府関係資料集(そ 『国立歴史民俗博物館研究報告J第63集

国立歴史民俗博物館

「海峡をはさむ蝦夷文化 東北@北海道Jr日本の古代第 2巻 列島の地域文化』

中公文

奥@北海道地域における古代防御性集落の発生と展開j

『国立歴史民俗博物館研究報告』第64集 国立歴史民俗静物館

「秋田県の奈良@平安時代の墓制についてj

『東日本における奈良@平安時代の墓制第 I分冊』 第 5回東日本埋蔵文化財研究会

「十ム出柵の植物についてJr秋田自然史研究』第31号- 秋田自然、史研究会

『やさしい謎解き 新@主代東北史』 歴史春秋出版

「北日本の須恵器についての一考察j

『坂詰秀一先生還暦記念 考古学の諸柾u
『十文字町史J

「出羽国府選移論Jru-'形史学研究JI27 • 28 • 29 (合併号)

坂詰秀一先!生還腎記念会

十文字国I

山形大学教育学部

「ふるさと秋田の学び-出会い@発見@感動-JI 秋田県教育委員会

『払田柵跡一第103----106次調査概要一』払田柵跡調査事務所年報J995秋出県教育委員会

「秋田城跡一第63次.64次調査のi概要-J

「払田柵跡-第103• 105次調査の概要

r第22回古代城柵官街遺跡検討会資料J 城tlffi検

Itム田柵跡Jr秋田県埋蔵文化財eセンタ一 年報14(平成 7年度 秋田県埋文センター

「払田柵跡(第103----106次

『平成 7年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料J 秋田県埋文センター

『秋田外環状道路建設事業に係る埋蔵文化財-発掘調査報告書ー顕一大平遺跡-JI

秋文調報第264集 秋田県教育委員会

f秋田城跡 平成 7年度秋田城跡発掘調査概報』 秋田市教育委員会

c講演録〉漆紙文書が語る古代史」

「竹原窯跡出土須恵器の胎土分析j

『秋田県埋蔵文化財センター研究紀要』 秋田県埋文センター

国立歴史民俗|専物館 「非文献資料の基礎的研究 古EIJ-J 『司本古代印集成』 庖立歴史民俗博物館

奈文l肝@埋文センター『古代地方官街遺跡関係文献日録』 埋蔵文化財ニュース81号

泰時 「昭蔵文化財-からみた横手地方の古代 r出羽路』

奈文研@埋文センター

秋田県文化財保護協会
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渡部

森郁雄

小松正夫

船木義勝

利一

仙北町教育委員会

仙北町教育委員会

岩城町

本荘市教育委員会

続日本紀J天平九年正月

日本紀研究J第300号

9 四月

続日本紀研究会

fグラフィティ@日本謎事典④奈良 1.300YEAHS AGOj光文社文庫

「秋田県J~第391耳理蔵文化財研究集会古代の木製食器第E分間』埋蔵文化財研究会

「秋田県五城目町の雀館古代井戸跡から出土し

「秋田県五城目IDJの雀館古代井戸跡から出土し

F秋田県立博物館研究報告J

r払田柵跡第 2次環境整備基本計画報告書』

『地域個性形成フ。ログラ

『岩城町史J

『上谷地遺跡詳細分布調査報告書一第 2次調査概報-j

ついて」

秋田県i専

{ilt:lとrDr
{lldtmJ 

岩城町

本荘市文化財調査報告書第11集 本荘市教育委員会

能代市教育委員会他 『東北電力(株)北奥幹線新設工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書

一小友醸造跡 』 能代市教育委員会

一ッ井町教育委員会 r東北電力(株)北奥幹線新設工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書

羽後町教育委員会

鈴木拓自

泰時

熊田亮介

栄紀

熊田亮介

一莱英ノ木造跡@加代神館跡@竜毛沢皿遺跡

a竜毛沢町遺跡@竜毛沢V遺跡 J 

「弁天森遺跡発掘調査報告書』羽後町文化財調査報告書第16集

「陸奥@出羽の調庸と蝦夷の饗給J~史学雑誌』第105編6号

f年輪が語る鳥海IIIJ~教育秋用j No.564 

「蝦秋と北の城柵J~古代王権と交流 3 越と古代の北陸J

「古代北海道における「粛慎j と「渡IQ制度夷JJ

「古代田家と南島@隼人J

F歴史評論j555号

『古代東北と柵戸」

二ツ井町教育委員会

羽後町

史学会

名著出版

「文化財レポート 高屋敷館遺跡(浪間町)の調査J~日本歴史』第578号

11弘文館

l弘文館

「蝦夷社会の地域性と自主性一陸奥を中心として J 

「吉代蝦夷の世界と交流」

「蝦夷社会の交流と「エゾ」の世界への変容j

「元慶の乱期における出羽田の蝦夷社会J

「蝦夷社会と東匡|の交流」

「古代王権と交流 l 古代蝦夷の世界と交流』

「律令国家と越@越後J~古代主権と交流 3 越と古代の北陸』

「秋田県 4. 払田柵跡J~発掘された地震痕跡』

名著1='=1版

名著出版

埋蔵文化財研究会

「文化財レポート 史跡秋田城跡の最近の発掘調査と 『日本歴史』第579号

吉川弘文舘

『木簡が詰る古代史上部の変遷と暮らし』 吉川弘文館

「余市大J11遺跡出土古代の文字資料をめぐってJ~北奥吉代文化』第25号

と考吉学成果J~政治経済史学』第363号

『グラフィテイ@日本謎事典⑤平安 1，200YEAHS AGOj 

「七@八世紀における越後と出羽J~日本歴史』第581号

代末のtlj羽J~季刊考古学』第57号

北奥古代文化研究会

政治経済史学会

光文社文庫 光文社

吉川弘文館

雄山関
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増田町
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鈴木靖氏

鈴木拓也

事Ij部修

伊藤 武一土

児玉

児玉

払田柵(事)

払田柵

児玉

秋田県教育委員会

秋田城(事)

利部修

秋田市史古代部会

渡部育子他

赤沼英男他

平野邦雄他

多賀城市

鈴木拓也

樋口知志

鐙江宏之

高明

鹿角rli教育委員会

f山北町教育委員会

五卜嵐一治

伊藤尚紀

払IJJtlllt跡関係文献呂録

「秋田県の 71丘紀以前の土器J1秋田県の 8位紀の土器J1秋田県の 91出己の土器J

「秋田県の 10tl1~紀の土器J u日本土器事典J 雄111関

「日本海側の古代城村!日と北方社会 u考古学ジャーナノレ』第411 N.S社

『増田町史』 増田町

「東北北部の諸問題J

「秋田県の概要J

『第 6回東日本埋蔵文化財研究会 遺物からみた律令国家と蝦夷

一資料集 I第分冊-J 東旺本埋蔵文化財研究会北海道大会準備委員会

13ヒの古代の出土文字資料-北海道，本州、1・アジアへ-J u本恕日第 9

。奥羽の浮浪逃亡政策Ju日本歴史』第584号

11弘文館

11弘文館

同成社「平安時代東北の長頚瓶」

同火田城跡平成 8 ついて」

「払田柵跡-第107次調査の概要 」

「払田柵跡の官街地域」

『第23回古代城柵官街遺跡検討会資料J 城tlffi検

「払田村lIt跡一第107，-.._，109次調査概要一』払田柵跡調査事務所年報1996秋田県教育委員会

「払田柵跡Ju秋田県埋蔵文化財センタ一 年報15(平成 8年度)J秋田県埋文センタ-

f払田柵跡(第107，-.._，109次調査)J

『平成 8年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料』 秋田県埋文センター

『池内遺跡一国道103号道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書四一

遺構篇』秋文調報第268集 秋田県教育委員会

口火白城跡 平成 8年度秋田城跡発掘調査概報』 秋田市教育委員会

「出羽国の丸底長胴護をめぐって」

円吹田県埋蔵文化財センター研究紀要』第12号

『古城廻窯跡発掘調査報告』秋田市史叢書 1

「大清水台立遺跡の試掘調査についてJu秋大史学』第43号

「鉄の生産と流通からみた北方世界」

『国立歴史民俗博物館研究報告』第72集

『木簡が語る古代史

『多賀城市史』第 1

「払田tll日と雄勝城に関する試論Ju東北文化研究室紀要』第38集

「安倍氏の時代Ju岩手史学研究』第80号

「秋田城跡出土歴名簡の基礎的考察-形態分類についての試論-J

F青森県史研究』第 1

秋田県埋文センタ一

秋田市史編纂室

秋田大学史学会

国立歴史民俗博物館

11弘文館

多賀城市

「古代秋田城下の大地震Ju出羽路』第119号 秋岡県文化財保護協会

「特別史跡大湯環状列石発掘調査報告書(13)J鹿角市文化財資料58鹿角市教育委員会

『払出柵跡(払同地区農業集落排水事業に伴う

1Il1北町文化財調査報告書第 2集 fLl，北町役場 土地改良課

「秋田県内出二tの植物遺体集成(1 ) J u人間@遺跡@造物 3J 発掘者談話会

It火出城に続き払田柵跡にも有った正三角形の聖域Ju北方風土』 北方風土社



別編 I 

イjナ雌

大阪府立近つ飛鳥

博物館

熊田

小松正夫

熊田

日本考古学協会

日本考古学協会

小松正夫

伊藤武士

111仁ド

児玉

熊谷公男

1998年

工藤雅樹

進藤靖

児玉

小松正夫

小松

宮下健司他

熊谷公男

茨城県立歴史館

鷺森

秋田県教育委員会

秋田県教育委員会

払田柵

払田柵

児玉

利部修

「出羽における10• 11I:1t紀の土器様相」
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「吉代蝦夷論の課題Jr東北の歴史再発見一国際化の時代をみつめてJ 河出書房新社

「秋田県考古学の動向と歴史的景観」

「雄勝城と払田有!日跡」

「あきた史記歴史論考集』第 4

日12夷@律令国家@日本海ーシンポジウム II.資料集』
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「出羽における10• 11世紀の土器様相」

『北陸古代土器研究』第 7号 北陸吉代土器研究会

「桓武朝の新流通構造一壷Gの生産と流通-Jr古代文化J第49巻11号

「秋田@払回柵跡Jr木簡研究」第19号 木簡学会

「古代城柵の基本的性格をめぐってJr国史談話会雑誌』第38号 東北大学国史談話会

『古代蝦夷の考吉学』

「秋田城跡平成 9年度発掘調査について」

「払旧制i跡一平成 9年度調査の概要一」

「城柵と地域社会の変容一秋田平野の様相J
「城柵と地域社会の変容-横手盆地の様相」

「第24回古代城tH日官街遺跡検討会資料』

「米代川流域」

「秋田平野」

「横手盆地J

『第24回古代城柵官街遺跡検討会資料 東北地方の古代集落-第 2分冊 城柵検

11弘文館

城柵検

「博物館学芸員教材テキストー考古学 e 続編-J 財団法人放送大学教育振興会

「古代蝦夷の文化J ~ i国の詩』第498号 東北電力株式会社地域交流部

『特別展祈りの麿史と民俗絵馬』 茨城県立歴史館

「地方官街遺跡出土の木簡Jr木簡-古代からのメッセー

ノ沢岱遺跡一県営ほ場整備事業水沢地区に係る

埋蔵文化財発掘調査報告書秋文調報第273集 秋田県教育委員会

『法泉坊沢E遺跡一地方特定道路整備工事鷹巣町湯車工区に係る埋蔵

大修館書居

秋文調報第278集

『払田柵跡-第110"-'112次調査概要一』払田柵跡調査事務所年報1997

「払田tll日跡Jr秋田県埋蔵文化財センタ一 年報16(平成 9年度)J 秋田県埋文センター

「払田柵跡(第110"-'112次調査)J

『平成 9年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料』

「東北以北の双耳切;と環状凸帯付長頚瓶J

秋田県埋文センター
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『秋田県埋蔵文化財センター研究紀要J第13号

『秋田城跡 平成 9年度秋田城跡発掘調査概報』

秋田県埋文センタ

秋田市教育委員会秋田城

田中広明

鈴木拓也

能代市

西田町

象潟町

進藤靖

本荘市教育委員会

「国司館の基礎的研究Jr研究紀要J

F占代東北の支配構造J

『能代市史資料編占代 e 仁IJI:tt1 j 

『西宮mT史資料編』

『象潟町史資料編 1j 

「史跡秋田城跡、についてJr秋大史学』

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

|弘文館

能代市

西日町

象潟町

秋田大学史学会
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本荘市文化財調査報告書第15集

円ム田柵跡で発掘された墨書土器「小勝」について」

『秋田史苑』第12号

本荘市教育委員会

福田和夫

秋田姓氏家系研究会

熊谷公男 「蝦夷論と東北論Jr歴史の中の東北 日本の東北@アジアの東北』

『企画展 「みちのくのみやび」展』

『ジュニア版古代東北史』

『蝦夷と東北古代史J
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11弘文館

秋田県文化財保護協会「払田柵跡調査と出土絵馬Jr出羽路』第123号

r企画展古代の瓦-東北の役所と瓦屋根-j

f秋田@払田柵跡Jr木簡研究』第20号

「秋田城J

「払田村町」

nllJHff歴史読本 野外復元日本の歴史』第23巻町号

石巻文化センター

木簡学会

新人物往来社
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新野

払田tlllt

伊藤武士

『論点あきた史』 秋田魁新報社

『払回柵跡-第113次.114次調査概要 』払田柵跡調査事務所年報1998秋田県教育委員会

「秋田城跡一平成10年度第72次調査の概要 J 

「払田trflt跡第113ぺ14次調査の概要」

『第25回古代城柵官街遺跡検討会資料』 城柵検

払I~EI柵(事) I払田村IU跡Jr秋田県埋蔵文化財センタ一 年報17(平成10年度)j 秋田県埋文センター

「払田柵跡(第113• 114次調査)J

『平成10年度秋田県埋蔵文化財発掘報告会資料J 秋田県埋文センター

『池内遺跡一国道103号道路改修工事事業に係る

埋蔵文化財発掘調査報告書-j秋文調報第282集

秋田県教育委員会 F扇町谷地遺跡一一般間道 7号琴丘能代道路建設事業に係る

埋蔵文化財発掘調査報告書 1 秋文調報第283集

秋田県教育委員会 rl協和11館跡一県道木戸石鷹巣線建設事業に係る

場蔵文化財-調査報告書一』秋文調報第284集

利部 修 「秋田!思考古学関係文献抄録(1) -須恵器@瓦…」

n火EB県埋蔵文化財センター研究紀要J第14号

秋田城(事) r秋田城跡 平成10年度秋田城跡発掘調査概報』

秋田県教育委員会

秋田県教育委員会

秋田県教育委員会

秋田県埋文センター
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2 墨書@刻書文字

「払田柵跡 I一政庁跡-Jでは、墨書土器、 @刻書のある材木183点を掲載した。本稿ではその後に

出土したものや、未報告の資料199点を収録した。

番号 文 字 器種 器形 部位 調査次数 出 地点

184 「長口」 須 器 杯 体外 10 F J67-4 

185 「小勝借」ヵ 須 器 杯 底外 10 FH66 3 

186 「小勝借」 須恵器 杯 底外 65 Aベルト

187 「口J 須患器 杯 底外 68 S B811 

188 「口」 須恵器 杯 底外 68 不明

189 「紋大」 須恵器 杯 底外 68 不明

190 「圏」 須恵器 杯 底外 68 Bトレンチ西側

191 「口口」 須恵器 杯 底外 83 HP92. 93-2層上部

192 「十」ヵ 須恵器 杯 底外 85 S B907-9 C期掘形確認面

193 「口」 須恵器 杯 底外 85 S B907-12C期掘形

194 「口」 須 器 杯 底外 85 南端斜面崩壊土上

195 「木」ヵ 須 器 杯 底外 85 Dトレンチ

196 「利乙」ヵ 須恵器 葦外面 85 J P34-2層

197 「口J 須恵、器 杯 底外 85 S B907-6掘形

198 「仲」 須恵器 jヨ~云4zL A 蓋外面 60 S 1 765 

199 「集J 師器 杯 体外 60 S K748一括

200 「口J 須恵器 杯 底外 60 K N08，....._10一括

201 須恵、器 杯 底外 90 S 1934 

202 「口」 須 器 杯 底外 90 S K957 

203 カ 角材刻書 88 S A933外柵東部

204 「口」 須恵器 杯 底外 92 S L 1035砂利層

205 「巳」 須恵器 杯 底外 92 S L 1035砂利層

206 「日ヵ 須 器 杯 底外 92 S L 1035砂利謄

207 「幡」 須 器 杯 体外 92 S L 1035砂利層

208 「口」 須恵、器 杯 体外 92 S L 1035砂利層

209 「継」 須 :3E 杯 底外 92 S K1029 

210 「口」 須恵、器 杯 体外 92 S K1029 

211 「口j 須 器 杯 体外 92 S K1029 

212 「口」 師器 杯 体外 92 S K1029 

213 「口主J 師器 杯 底外 92 S K1029 

214 「木」 土師器 杯 体外 92 S K1029 

215 「口平」 須 器 杯 底外 92 ECll 

216 「口」 主貝 :3E 杯 底外 92 E DOO-2 

217 須恵器 杯 底外 92 E DOO-2 
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番 文 器種 器形 部{立 調査次数 出 地点

218 「口」 須恵器 杯 底外 92 EDOO 2 

219 「口」 須恵器 杯 底外 93 FNライントレンチ 8L1035砂利層

220 「高Jヵ 須恵器 高台付杯 底外 93 FNライントレンチ 8L1035砂利層

221 「中」 須恵器 杯 底外 93 FNライントレンチ 8L1035砂利層

222 「口JI小勝J 須恵器 杯 底外・体外 93 FNライントレンチ 8L1035砂利層

223 「口J 須恵器 杯 底外 93 FNライントレンチ 8L1035砂利層

224 「口」 須恵、器 杯 底外 93 FNライントレンチ 8L1035砂利層

225 「口」 須恵器 杯 底外 93 FNライントレンチ 8L1035砂利層

226 「口」 須 器 杯 底内 93 FNライントレンチ 8L1035砂利層

227 「口口」 師器 杯 体外 93 FNライントレンチ 8L1035砂利層

228 「口」 師器 杯 体外 93 FNライン卜レンチ 8L1035砂利層

229 「闘」 師器 杯 体外 93 FNライン卜レンチ 8L1035砂利層

230 「巾」ヵ 師器 杯 体外 93 FNライントレンチ 8L1035砂利層

231 「厨JI口」 須恵器 杯 体外・底外 93 S K1033・1034

232 「秋」 須 恵 器 長頚壷 底外 93 S K1033 

233 師器 杯 体外 93 S K1042 

234 「矢j 須恵器 杯 底外 93 EH10 4 

235 「宮(臣)Jヵ 須恵器 杯 底外 93 E G09-4 

236 「中小」 須恵器 杯 体外~底外 93 HB08-4火山灰下

237 「口JI主」 須恵器 杯 体外~底外 93 日B08-4火山灰下

238 「立」 須恵器 杯 底外 93 H B08-4火山灰下

239 「口」 須恵器 杯 体外 93 日B08-4火山灰下

240 「口」 師器 杯 体外 93 H C07-4火山灰下

241 「上」 師器 ネ不 体外 93 H J07 2 

242 「就J 土師器 杯 体外 93 日K09 3 

243 「口」 日市器 杯 底外 93 E H02-5 

244 須恵器 杯 )底外 93 E L08 7次調査埋土

245 師器 杯 底外 K Z18 不明

246 「口」 師器 杯 底外 K Z18 不明

247 「口」 師器 杯 体外 K Z18 不明

248 「口J 須恵器 杯 体内・外 K Z18 不明

249 「口j 師器 杯 体外 K Z18 不明

250 f口」 土師器 杯 体底 K Z18 不明

251 「口」 須 器 杯 体外・底外 K Z18 不明

252 「口」 土師器 杯 体底 K Z18 不明

253 「口j 須恵器 護 体内 94 S B 1054南側束4掘形

254 「中」 須恵器 杯 底外 94 HR70-3 

255 「厨口」 須恵器 杯 底外 94 H S77 

256 「口」 須 ii% 杯 底外 94 HR75 2 
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番号 文 字 器種 器形 部位 調査次数 出 地点

257 「口J 須恵器 杯 底外 94 H R 76-2 

258 「口J 須恵器 杯 底外 94 日R75 2 

259 「厨J 須恵器 杯 底外 94 H R 74-2、75-2下

260 「上Jヵ 須恵器 杯 底外 94 HR75 2下

261 「上」 須恵器 杯 底外 94 H R75-2 

262 「口」 須恵器 杯 底外 94 HR75-2 

263 「厨Ji長Ji口」 須恵、器 本不 体外・底外 94 HR73-2 

264 「厨jヵ 須恵器 杯 底外 94 H R 75-2 

265 「官J 須恵器 杯 底外 94 H R 75-2下

266 「官j 須恵器 杯 底外 94 日R75-2下

267 「官Jヵ 須恵器 杯 底外 94 HR75-2下

268 「口」 須恵器 杯 底外 94 日R78-2 

269 「口J 須恵器 杯 底外 94 HR75-2下

270 「口」 須恵器 杯 体外 94 HR75-2下

271 「口」 須恵器 杯 体外 94 日R74-窪み

272 「口」 須恵器 高台付杯 底外 94 HR75 2下

273 「厨J 須恵器 高台付杯 底外 94 日R74-2下

274 「官J 師器 杯 底外 94 H R 74-2 

275 「官」 土師器 杯 底外 94 HR75 

276 「官」ヵ 土蹄器 杯 底外 94 HR75 2下

277 「口J 師器 杯 底外 94 HR73 

278 「厨」 師器 杯 体外 94 I A 75 

279 「口J 師器 杯 底外 94 日R74-2 

280 f厨」 部器 杯 底外 94 I A 79 2 

281 「舌J(正〉ヵ 師器 杯 底外 94 日R79-2 

282 「口」 須恵、器 杯 底外 94 S D1041 

283 「口j 師器 杯 体外 94 日C08 

284 「口J 師器 杯 体外 94 S L 1035砂利層

285 「口」 師器 杯 底外 94 S L 1035砂利層

286 「口」 師器 杯 体外 94 S L 1035河川跡排土

287 「厨j 須恵、器 杯 底外 95 S I 1073 

288 「口J 須 器 杯 底外 95 S I 1073 

289 「闘J 須恵器 杯 体外 95 S I 1073 

290 須 器 杯 体内 95 S I 1074 

291 ヵ口」 須恵、器 杯 体外~底外 95 S I 1075北東隅ピット

292 「口J 須 器 杯 底外 95 S I 1075北東隅ピット

293 「口」 須 器 杯 底外 95 S B 1077南東隅掘形

294 「厨」 須恵器 杯 底外 95 KH53地山面

295 「千」 部器 杯 体外 99 S K1095火山灰
し一一一 一一一」
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番 文 器種 器形 部位 調査次数 社i 地点

296 「車」 師器 杯 体外 99 S D 1145火山灰直下

297 「口」 師器 杯 底外 99 NF44 1 

298 「口」 須恵、器 杯 底外 100 S 1 1106 

299 「館J 須 器 杯 底外 100 S 1 1106 

300 「口」 須恵、器 杯 底外 100 S 1 1114 

301 「小勝」 須恵器 杯 底外 100 S 1 1114 

302 「口」 須恵器 杯 体外 100 S 1 1114東壁側ピット

303 「口」 須 器 杯 底外 100 S 1 1125 

304 「春」 須恵器 杯 底外 100 S 1 1125 

305 「口」 須 器 杯 体外 100 S 1 1125 

306 「鷹空ヵ口室ヵ上」 師器 杯 体外 100 S 1 1125 

307 「上口J 須恵器 杯 底外 100 S 1 1126 

308 「口」 須 器 杯 底外 100 S 1 1126カマド

309 須 器 杯 底外 100 S B 1082 

310 須恵器 杯 底外 100 S Bl127B期南側東3掘形

311 「口J 須 器 杯 体外 100 S B 1127南側東3柱抜穴

312 「口J 師器 杯 体外・底外 100 S K1105 

313 「山」 須恵器 蓋外面 100 S X970下

314 「口」 須恵器 杯 底外 100 S Xll18 

315 「θJ 師器 杯 体外 100 S X 1122 

316 「内」 師器 杯 底外 100 S Xl122 

317 「口」 須恵器 杯 体外・底外 100 K G42-2 

318 「口」 須恵器 杯 底外 100 K 142-2 

319 須 器 杯 底外 100 K G42-2 

320 「口」 須恵器 杯 底外 100 KF42 2 

321 「口J 須 石口E白F 杯 体外 100 K 144-2 

322 r口」 須恵、器 杯 体外 100 K E44-2 

323 「口J 須恵器 杯 底外 100 F J67-4 

324 カ 須 器 杯 底外 104 KG37 2 

325 「口」 師器 杯 体外 105 S 1967覆土

326 I/J¥勝j 須恵器 杯 底外~体外 105 S 1 1148 

327 「官JI小勝」 須恵、器 本不 底外~体外 105 S 1 1148 

328 I/J¥勝J 須 ~~ 杯 底外~体外 105 S 1 1148 

329 「厨」 須恵器 杯 底外 105 S 1 1148 

330 「口」 須 器 杯 底外 105 S 1 1148 

331 須恵器 杯 底外 105 S 1 1148 

332 「口」 須 若言 杯 体外 105 S 1 1148 

333 「口j 須 ~~ 杯 体内・外 105 S 1 1167 

334 須恵器 杯 体外 105 S 1 1167 
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番 文 器 種 器形 部位 調査次数 出土地点

335 「口」 須 器 杯 底外 105 S I 1167 

336 「口J 師器 杯 体外 105 S I 1167 

337 須 器 杯 底外 105 S Xl179 

338 「口」 須 器 高台付杯 底外 105 S X1179 

339 「益JI口」 須恵器 杯 !底外 107 S A1100B期布掘り中

340 「口」 師器 杯 体外 107 S A1100布掘り中

341 「口」 須恵 高台付杯 底外 107 S D 1145 

342 「中万」 師器 杯 底外 107 S X 1192 

343 「中万」 師器 杯 底外 107 S X 1192底

344 「井口」 須 杯 )底外 107 M J09A期材木塀西整地層

345 「少jヵ 須 器 杯 底外 107 M J08整地層

346 「口」 須 器 杯 底外 107 MM98 

347 「口」 須 高台付杯 底外 107 ML04D期整地層

348 須 器 体内 107 ML04火山灰下整地層

349 「口」 師器 杯 体外 107 MN05 

350 「成」 師器 i杯 底外 107 ML05火山灰下整地層

351 師器 不明 体外 107 ML04整地層下

352 部器 不 明 体外 107 ML03火山氏下整地層

353 「山本」 角材刻書 107 S X1190 

354 「一少隊御前下J 須恵器 杯 底外 111 MC13北門整地層

355 「延」 土師器 杯 タト 111 MF14 

356 須 器 不明 体外 111 MC14火山灰下

357 「北預J 師器 杯 体外 111 MG12 

358 「口」 師器 杯 体外 111 S B 1200 

359 「麿」 須 器 杯 底外 112 S D 1145 

360 「民」 師器 杯 底外 112 S D 1145 

361 「伴」 須 杯 底外 112 S K1212 

362 IF~J 須 1口E口T 杯 体外 112 S X1206 

363 須恵器 杯 底外 112 S X 1206 

364 「宅」 須 ~6 杯 底外 112 S X1206， M日15 16 

365 「官」 土師器 杯 底外 112 S X1206 

366 「新J 自I1j器 杯 外 112 MH20" M 121 

367 「口」 15雨器 杯 外 112 M I 17 

368 「北門j 師器 杯 体外 112 M I10 

369 「厨J 15l1j ~6 杯 体外 112 M I 18 

370 師器 杯 底外 112 MF17 

371 「口」 土師器 杯 体外 112 M I 10 

372 「口」 土師器 杯 体外 112 MH12 

373 | 「東北方八」 111 S B 1200 
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番 文 字 器種 器形 部位 調査次数 出土地点

374 「長」 須恵器 高台付杯 底外 113 S M1213 

375 「口」 須 器 杯 底外 113 L 011火山灰直下

376 「平j 須恵器 杯 底外 113 L F06客土上

377 「口J 師器 杯 底外 113 L J05 

378 「口J 土 師 器 杯 体内 113 L E07火山灰上

379 「最上」 角材刻書 イ山jヒ1997 外柵西部

380 「厨J 須恵器 杯 底外 2 S B01掘形

381 「舎J 土師器 杯 底外 KZ 不明

382 「少長」ヵ 土 師 器 杯 体外 千畑1993 外柵東部

353 

。 10cm 

379 

第 11羽角材の刻書
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払
田
柵
跡
第
一

O
O次
調
査
出
土
漆
紙
文
書

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

1 ) 
第

釈 2
τ7 

文漆
紙
文
堂

〔
釦
)

×
口
事
力
長
口

向

(

等

)

口

x
口
子
井
家
ホ
多
人

口
之

× 

口欠
所 3
官
物
満
圏

口

口
料〔
口す

× 

平

ー
一
@
八
叩
ほ
ど
と
い
う
記
載
の
し
か
た
(
図
山
大
膳
職
解
参
照
)
な
ど
を
併
せ

て
判
断
す
る
な
ら
ば
、
公
文
書
の
一
部
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

事
力
は
、
令
制
下
で
国
府
官
人
に
給
わ
っ
た
従
者
で
、
職
分
旧
を
耕
し
、
雑
役
に

駆
使
さ
れ
た
。
国
司
の
場
合
、
大
国
守
に
八
人
、
上
回
の
守
と
大
国
介
に
七
人
、
史

生
に
二
人
を
給
っ
た
。
事
力
は
上
等
戸
の
正
了
か
ら
採
用
さ
れ
た
。
ま
た
天
平
宝
字

三
年
(
七
五
九
)
鎮
守
府
官
人
が
事
力
を
給
さ
れ
て
い
る
。
「
事
力
長
」
は
そ
の
事

力
の
長
の
意
か
。

三
行
日
の
「
欠
所
官
物
満
一
団
」
は
、
肩
書
を
「
填
進
」
と
同
義
と
解
す
れ

ば
、
官
物
の
欠
損
を
補
填
す
る
意
味
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

l
 

，EE
a

，，，， 

南

1 ) 
第
3 
τ7 

漆
紙
文
霊童

日ハー
ず
古
川
!

文第

口

口

U 
口

口

口口
舘鮮其

口

口

口

口

vvv

ム人

I
l
'
J
1吋

一
断
簡
は
直
接
に
は
接
続
し
な
い
が
、
ほ
ぼ
一
文
字
程
度
の
間
隔
で
連
続
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
推
定
径
は
約
一
叩
と
判
断
で
き
る
。

じ
口
遥

トー占

乙」

也

昭

之

口

の

内

容

表
は
、
墨
界
線
の
み
が
遺
り
、
若
干
の
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
が
、
界

一
幅
約
二
四
で
あ
る
点
か
ら
判
断
す
る
と
経
典
な
ど
の
典
籍
を
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
裏
面
は
墨
一
痕
を
比
較
的
良
く
遺
し
て
い
る
。
し
か
し
、
径
約
一
一
回
ほ
ど
に

わ
ず
か
四
行
の
み
の
残
存
文
書
で
、
し
か
も
各
行
す
べ
て
前
後
が
欠
損
し
て
い
る
た

め
に
全
体
の
文
意
を
読
み
と
る
こ
と
は
き
わ
め
て
難
し
い
。

「
官
物
」
な
ど
の
字
句
と
、
行
間
約
一
@
八
郎
、
文
字
の
大
き
さ
約
一
@
五

別繍 2
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v
v
h
X
 

T
寸
2
ノ

『

uzηι

円
形
の
漆
容
器
に
ふ
た
紙
を
施
し
た
際
に
、
現
代
の
で
は
竹
の
輪
を
用
い
て

ふ
た
紙
を
押
さ
え
て
い
る
。
出
土
演
料
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
形
状
を
呈
し
て

い
る
の
で
、
同
じ
方
法
で
ふ
た
紙
を
用
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
円
形
の
容
器
の

周
縁
の
立
ち
上
が
り
部
分
吋
が
破
片
と
し
て
数
片
残
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
推
定
径

は
、
そ
れ
ら
周
縁
部
分
の
破
片
を
除
い
た
円
形
部
分
で
径
約
一
一
叩
と
み
な
す
こ
と
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 ー

が
で
き
る
。
こ
の
推
定
径
は
第
2
号
文
書
と
ほ
ぼ
同
じ
と
い
え
る
。

時
開
閉

4
ロ可

1

釈

漆
紙
文
書

文

3 ) 

内

容

全
般
に
墨
痕
が
薄
く
、
部
分
的
に
字
画
が
失
わ
れ
破
損
部
も
あ
り
、
文
意
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
国
難
で
あ
る
が
、
解
読
し
た
字
句
に
よ
っ
て
判
断
す
る
な
ら
ば
、

文
書
や
帳
簿
で
は
な
く
、
漢
籍
の
よ
う
な
典
籍
類
を
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
現
段
階
で
は
本
断
簡
が
い
か
な
る
典
籍
を
書
写
し
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

[1長

口納

財

2 ) 
わ
ず
か
一状

形

四
四
万
の
小
断
片
で
あ
る
。
他
に
墨
痕
の
付
着
す
る
三
つ
の
小
片
が
残
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存
す
る
。

ω
内

容

小
断
片
な
が
ら
、
遣
さ
れ
た
認
僚
を
手
が
か
り
に
復
原
す
る
な
ら
ば
、
丘
図
の
よ

・ヲ
に
な
ろ
う
。

o 1倒

しー」ーL..J

① ② @ 

仰
い
仏
将
引

知
J
u
z
b
ν

イ付

.ill)輔12

図11 第4号漆紙文.
解説想定図

{え

電，
λ戸

偽寺

i主
走|

審理雪 t 第4号文書 f'憾H納H吉Jの書体
〔①、@は伏見沖敬縞開道大税制 角111醐〕
③Iま正倉民文書「天主~勝~八銭!吾J

円

欝開園
趨Li--a哩

第 4号文書「財」の'体

福島市筒諏訪原遺跡出土盤寄土器

〔酬帥鰍公社文化財調査箪〕
写真拠供

重~，号 2

こ
れ
ら
の
字
句
か
ら
検
す
れ
ば
、
呉
注
勝
の
断
片
と
判
断
で
き
る
。
例
え
ば

『帥帆

群
脅
額
従
』
巻
第
九
百
十
二
に
収
め
る
永
久
三
年
(

v

-

一
五
年
)
嗣
明
(閣内
U
)

に

は
、
「
安
旅
級
官
」
「
納
財
吉
」
が
み
え
る
。
ま
た
漆
紙
文
書
聞
の
異
注
眠
唱
の
例
と
し
て

は
、
東
京
都
府
中
市
武
蔵
台
渇
跡
出
土
の
天
平
臨
制
定
九
畿
{
ヒ
五
七
年
)
暗
に
も

「
安
床
係
古
口」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
〈
凶
日
)
。

異
泊
瞬
間
と
は
、
い
う
ま
で
な
く
臆
磁
を
上
・中
・下
の
三
段
に
分
け
て
勝
目
の
下
に

自
の
士
由
一凶
・婦
間
な
ど
の
幡
注
を
具
備
し
た
腐
の
こ
と
で
あ
る
。

本
出剛
院
は
、
こ
の

良
住
燐
の
卜
段
の
臼
の
笥
凶
・誠
一節
部
分
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

総
局
の
と
ζ

ろ
、
小
断
片
ゆ
え
に
年
代
を
出限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
古
代

の
年
代
未
詳
麿
と
し
て
呉
泊
婚
の

}
例
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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図13 天平勝宝九歳麿く漆紙文書〉

(東京都府中市武蔵台遺跡〉

〔府中病院内遺跡調査会-1989より〕

図12 永久三年暦

cr続群書類組巻第九百十二〕

漆紙文書の具注麿一覧表 1

出土遺跡(所在地〉

武蔵台遺跡(東京都府中市)

秋田城跡(秋田県秋田市)

山王遺跡(宮城県多賀城市)

多賀城跡(宮城県多賀城市)

)J!gの子C遺跡(茨城県石昭市)

胆沢城跡(岩手県水沢市)

大浦B遺跡([11形県米沢市)

鹿の子遺跡 e区(茨城県石岡市)

多質城跡(宮城県多賀城市)

H旦沢城跡(岩手県水沢市)

東の上遺跡(埼玉県所沢市〉

暦名暦代年

儀鳳麿

11 

11 

757 

759 

763 

天平勝宝 9歳暦

3年暦

7年暦

2 

3 

大桁麿

11 

11 

11 

11 

11 

11 

780 

803 • 804 

(延暦年間カ)

821 

848 

790 

804 

延暦 9年屑

延暦22.. 23年暦

延麿23年暦

年代未詳暦

弘仁12年暦

嘉祥元年暦

年代未詳麿

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 
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ふりがな ほったのさくあと

名 払田柵跡 E

面リ 名 一区画施設

非~ 次

シリーズ名 秋田県文化財調査報告書

シリーズ番号 第289集

編 名 児玉

編修機関 秋田県教育庁払田柵跡調査事務所

所 士出 -0802 秋田県仙北郡{1l1北町払田字牛1](む0番地

発行 月日 1999年 3月

ふりがな ふりがな コ 北緯 東経 調杢期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所 在 士出 市町村 遺跡番号
o I 11 o I 11 

灯l

払出柵跡
秋あき田た県ん{ぜiんIJ北[まく郡くん 39度 140度 第 2次 として

仙北町払田 05429 27分 33分 19740723 学術調査

千せん畑はたま町ち本ほん堂とう城しろま回わり
05432 57秒 11秒 F“‘・J

第114次

19980728 

所収遺跡名 積別 主な物 ザ!

払田村!日跡 城 tHfr 平安時代外郭東西南北門 須恵器、二上師器 払日]t1fft跡の区画施設

外郭線築地塀@材木塀 本筒、漆紙文書! 外郭線

櫓状建物 出物、斎串、模 @外tff日の実態と、そ

外柵南門、外村!日材木場: 瓦 外tll日南部低

外郭南門付近掘立:柱建 地の官街域@河川な

物、橋脚、河川跡 と、の様相、外郭北部

政庁北斜面i竪穴住居 低地、政庁北側斜面

の追構、それらに伴っ


